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馬
場
辰
猪

　
　
　
　
　
明
　
治

　つ法日
制本
史監
料獄
拾論
　L

に
関
す
る
新
資
料

遺
（
8
）

手

塚

豊

　
明
治
十
九
年
六
月
二
日
、
東
京
軽
罪
裁
判
所
に
お
げ
る
爆
発
物
取
締
罰
則
違

反
の
公
判
で
、
無
罪
の
判
決
を
う
け
放
免
さ
れ
た
馬
場
辰
猪
が
、
わ
ず
か
十
日

後
に
日
本
を
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
り
、
二
十
一
年
十
一
月
一
日
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ヤ
の
病
院
で
逝
去
す
る
ま
で
の
二
年
有
半
、
著
述
あ
る
い
は
講
演
に
よ

り
、
わ
が
藩
閥
政
府
の
前
近
代
性
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
把
え
て
ア
メ
リ
カ

人
に
訴
え
、
わ
が
国
の
内
外
に
多
く
の
反
響
を
生
ん
だ
顛
末
は
、
す
で
に
先
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
研
究
に
よ
つ
て
、
か
な
り
く
わ
し
く
解
明
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、

そ
の
著
述
の
一
つ
に
．
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
六
月
二
十
五
目
・
イ
ー
ブ

ニ
ン
グ
ス
タ
i
新
聞
（
穿
Φ
巳
凝
幹
貰
≦
器
乞
夷
ε
F
P
ρ
）
に
投
稿
さ
れ
た

『
日
本
監
獄
論
」
（
ぎ
》
蜜
冨
器
器
9
鴨
）
　
が
あ
る
こ
と
も
夙
に
知
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
日
本
語
訳
は
、
す
で
に
早
く
明
治
三
十
年
に
出
版
さ
れ
た
安
永
梧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

郎
氏
の
「
馬
場
辰
猪
」
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
そ
の
原
文
は
、
昭
和
四
十
三
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

西
田
長
寿
氏
に
よ
つ
て
覆
刻
、
紹
介
さ
れ
た
。

　
　
　
馬
場
辰
猪
「
目
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

　
最
近
、
私
は
、
こ
の
馬
場
の
論
考
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
直
後
、
在
留
一
日

本
人
が
そ
の
所
論
に
対
す
る
反
駁
文
を
同
新
聞
に
寄
せ
、
さ
ら
に
馬
場
が
そ
れ

に
対
し
て
回
答
を
書
い
て
い
る
事
実
を
知
つ
た
。
前
者
は
、
同
年
七
月
一
日
・

同
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
二
宮
某
の
「
日
本
の
監
獄
制
度
」
（
目
①
む
冨
琴
器
勺
膏
昌

ぞ
馨
冒
）
で
あ
り
、
後
者
は
七
月
九
日
・
同
新
聞
に
の
せ
ら
れ
た
馬
場
の
「
日

本
の
監
獄
制
度
」
（
臣
①
富
b
彗
Φ
器
℃
議
8
琢
§
ヨ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ

の
論
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
馬
場
辰
猪
研
究
に
お
い
て
、
み
お
と
さ
れ
て
き
た
文

献
と
思
わ
れ
る
の
で
．
こ
こ
に
そ
の
原
文
を
、
馬
場
関
係
の
新
資
料
と
し
て
覆

刻
、
紹
介
し
た
い
．
そ
れ
ら
の
内
容
は
、
と
く
に
重
要
な
も
の
と
は
い
え
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
馬
場
辰
猪
研
究
家
に
よ
つ
て
、
馬
場
に
関
す
る
現
存
す
る

資
料
が
極
め
て
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
、
小
論
と
い
え
ど
も
捨
て
が

た
い
資
料
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　
馬
場
の
監
獄
論
は
、
彼
の
生
々
し
い
体
験
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
つ
た
。
明

治
十
八
年
十
一
月
十
六
日
、
彼
は
同
志
の
大
石
正
巳
と
共
に
横
浜
へ
赴
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
〇
一
　
　
　
（
一
〇
山
ハ
一
）



　
　
　
馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

彼
ら
は
、
当
時
、
渡
米
の
計
画
中
で
、
そ
の
準
備
の
た
め
横
浜
へ
行
つ
た
の
で

あ
る
．
そ
の
際
、
山
手
居
留
地
の
英
人
経
営
モ
リ
ソ
ソ
商
会
に
立
寄
り
、
爆
発

物
の
買
入
手
続
な
ど
を
問
合
せ
た
。
こ
の
こ
と
が
尾
行
の
刑
事
に
よ
つ
て
警
視

庁
に
報
告
さ
れ
、
同
月
二
十
一
日
、
爆
発
物
取
締
罰
則
違
反
の
容
疑
で
、
二
人

共
拘
引
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
当
局
は
大
井
憲
太
郎
一
派
の
大
阪
事
件
を
探
知

し
、
内
偵
中
で
あ
つ
た
の
で
、
彼
等
も
そ
れ
と
関
連
す
る
容
疑
を
う
け
た
も
の

　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
推
察
さ
れ
て
い
る
．
鍛
治
橋
監
獄
の
未
決
監
に
収
容
さ
れ
た
両
名
は
、
約
三

ヵ
月
間
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
翌
十
九
年
一
月
十
八
目
か
ら
よ
う
や
く
東
京

軽
罪
裁
判
所
の
予
審
判
事
伊
地
知
光
定
に
よ
る
予
審
が
開
始
さ
れ
、
有
罪
と
認

定
、
五
月
十
一
日
、
十
七
日
、
十
八
日
、
六
月
二
日
の
四
回
に
わ
た
り
、
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

軽
罪
裁
判
所
の
公
判
が
開
か
れ
た
。
担
当
裁
判
長
は
、
判
事
葛
葉
正
道
、
立
会

検
察
官
は
検
事
補
川
淵
竜
起
、
弁
護
人
は
増
島
六
一
郎
他
五
名
で
あ
る
。
公
判

で
の
争
点
は
、
馬
場
ら
が
爆
発
物
を
注
文
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
「
ひ

や
か
し
」
で
あ
つ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
つ
た
．
公
判
の
初
日
、
モ
リ
ソ
ソ

本
人
を
法
廷
に
召
喚
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
紛
糾
し
た
が
、
結
局
、
十
七

日
の
法
廷
に
モ
リ
ソ
ン
が
出
頭
し
て
証
言
を
行
つ
た
。
彼
の
「
注
文
は
受
け
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
つ
た
」
と
い
う
証
言
が
キ
メ
手
に
な
り
、
六
月
二
日
の
公
判
で
無
罪
が
言
渡

さ
れ
た
．
爆
発
物
取
締
罰
則
第
六
条
に
よ
る
と
「
爆
発
物
ヲ
製
造
輸
入
所
持
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

又
ハ
注
文
ヲ
為
シ
タ
ル
者
」
を
処
罰
の
対
象
に
し
て
お
り
．
売
買
の
掛
合
す
な

わ
ち
「
注
文
」
の
予
備
行
為
は
処
罰
で
ぎ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
川
淵
検
事
補
は
、
そ
の
自
歴
譜
で
、
こ
の
事
件
に
つ
き
、
次
の
ご
と
く
述
べ

　
（
9
）

て
い
る
。

　
　
五
月
十
一
日
よ
り
数
日
に
亘
り
，
余
主
任
検
察
官
と
し
て
、
旧
自
由
党
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
（
一
〇
山
ハ
ニ
）

馬
場
辰
猪
及
び
大
石
正
巳
に
係
る
爆
発
物
取
締
罰
則
違
反
事
件
の
審
判
に
立

会
う
．
増
島
六
一
郎
、
岡
山
兼
吉
、
渋
谷
惜
爾
、
高
橋
一
勝
、
元
田
肇
、
佐

伯
剛
平
等
、
其
弁
護
人
た
り
。
蓋
し
馬
場
、
大
石
は
当
時
知
名
の
政
客
に
し

　
て
、
其
名
声
夙
に
江
湖
に
籍
甚
た
り
し
の
み
な
ら
ず
、
参
考
人
と
し
て
横
浜

在
住
の
英
国
人
ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ソ
ン
を
喚
問
す
る
等
の
こ
と
あ
り
た
る
を
以

　
て
、
其
傍
聴
人
は
非
常
に
多
く
、
到
底
全
部
を
訟
廷
内
に
収
容
す
る
こ
と
を

得
ず
。
為
め
に
最
初
の
日
、
既
に
硝
子
戸
を
押
し
破
ら
れ
た
る
ほ
ど
な
れ

ば
、
爾
後
、
戸
障
子
な
ど
は
悉
く
之
を
撤
去
せ
る
形
勢
に
て
、
余
の
論
告
は

幾
ど
四
時
間
に
亘
り
、
各
弁
護
人
の
弁
論
も
亦
皆
相
当
長
時
間
を
要
し
、
数

　
日
間
継
続
し
け
る
が
、
雅
よ
り
重
要
の
案
件
な
り
し
故
、
裁
判
所
に
於
て
も

　
最
も
慎
重
の
態
度
を
採
り
、
越
え
て
六
月
二
日
、
漸
く
裁
判
言
渡
を
為
す
に

　
至
れ
り
。
而
て
其
結
果
は
、
遂
に
無
罪
と
為
れ
り
。
此
事
件
は
、
余
が
在
職

　
中
関
与
せ
る
重
要
事
件
且
著
名
の
も
の
X
一
に
し
て
、
又
、
我
国
の
裁
判
所

　
に
於
て
、
外
国
人
を
参
考
人
と
し
て
取
調
べ
た
る
は
実
に
之
を
以
て
噛
矢
と

為
す
と
云
ふ
（
淘
麟
）
．

　
無
罪
に
な
つ
た
点
に
つ
い
て
、
担
当
検
察
官
た
る
彼
の
所
見
が
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
の
は
、
甚
だ
残
念
で
あ
る
．
ま
た
、
馬
場
と
共
に
被
告
と
な
つ
た
大
石

正
巳
は
．
裁
判
の
後
ち
数
年
を
経
て
、
次
の
ご
と
く
こ
の
事
件
を
回
想
し
て
い

（
10
）

る
。　
　
数
年
前
、
亡
友
馬
場
辰
猪
氏
と
共
に
欧
米
に
航
せ
ん
と
し
、
乗
船
券
を
購

　
ひ
労
々
外
国
為
替
を
組
ま
ん
と
し
て
横
浜
に
赴
ぎ
、
用
事
を
寛
へ
て
後
、
馬

　
場
氏
の
帰
る
に
は
尚
早
し
、
汽
車
の
時
間
ま
で
銃
器
弾
薬
商
な
る
モ
リ
ソ
ン

　
商
会
を
素
見
か
さ
ん
と
の
発
議
に
同
意
し
て
、
同
館
に
至
る
。
氏
は
得
意
の



　
英
語
を
繰
り
て
館
主
と
銃
器
弾
薬
の
進
歩
な
ど
を
語
ら
ひ
、
帰
途
に
上
り
た

　
り
き
。
是
れ
ぞ
余
等
の
身
上
に
意
外
の
災
禍
を
来
た
す
基
に
し
て
、
帰
京
す

　
る
や
否
や
、
爆
裂
弾
規
則
違
反
の
廉
を
以
て
、
繰
級
の
辱
を
受
け
、
八
重
洲

　
橋
畔
の
獄
窓
に
、
八
ヵ
月
間
、
坤
吟
す
る
の
身
と
は
な
り
ぬ
。
蓋
し
当
時
、

　
政
界
の
風
雲
惨
但
と
し
て
朝
野
政
事
家
相
衡
突
し
、
政
敵
を
見
る
こ
と
蛇
蜴

　
の
如
ぎ
有
様
に
て
、
之
を
遇
す
る
残
酷
な
り
し
際
な
れ
ば
、
或
は
余
等
も
亦

　
其
の
連
坐
を
受
け
た
る
や
も
知
れ
ざ
り
し
．
倦
予
審
も
終
結
し
て
公
判
に
廻

　
さ
る
』
や
、
君
は
（
岡
山
兼
吉
を
指
す
ー
手
塚
註
）
、
高
橋
、
増
島
諸
氏
と
共

　
に
、
余
等
の
為
め
に
弁
護
の
労
を
執
り
呉
れ
ら
れ
、
幸
に
し
て
無
罪
の
宣
告

　
を
得
．
出
獄
す
る
や
未
た
一
週
間
を
出
で
ず
し
て
欧
米
観
光
の
途
に
上
り
た

　
り
き
。
蓋
し
今
日
よ
り
往
事
を
追
想
す
れ
ば
、
（
一
）
当
時
の
裁
判
は
事
実
の

　
証
拠
に
由
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
情
況
如
何
に
重
ぎ
を
置
き
た
る
の
弊
風
を
打
破

　
し
た
る
事
、
（
二
）
現
政
府
の
反
対
党
を
目
す
る
に
、
平
素
蛇
蝿
を
以
て
せ
し

　
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所
に
於
て
も
、
其
の
政
客
に
対
す
る
事
件
に
就
て
は
、

　
時
と
し
て
行
政
官
の
干
渉
を
受
く
る
こ
と
あ
り
し
を
廃
せ
し
め
た
る
事
、
換

　
言
す
れ
ば
、
裁
判
官
の
不
羅
独
立
を
全
ふ
し
た
る
事
、
（
三
）
該
事
件
た
る
外

　
国
人
に
関
係
す
る
所
あ
り
た
る
を
以
て
、
洋
人
の
注
目
し
て
其
裁
判
の
如
何

　
を
望
み
し
に
、
民
間
法
律
家
た
る
君
等
の
熱
心
に
し
て
熟
錬
せ
る
弁
論
と
、

　
裁
判
官
の
公
明
正
大
な
る
判
決
と
を
見
て
、
我
帝
国
法
律
の
進
歩
に
驚
き
し

　
事
等
は
、
実
に
君
及
び
諸
氏
の
尽
力
に
係
る
賜
と
云
ふ
て
差
支
な
し
と
思
は

る
（
淘
熊
）
．

　
こ
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
モ
リ
ソ
ソ
商
会
の
一
件
は
　
「
意
外
の
災
禍
」
で
あ

り
、
し
た
が
つ
て
「
無
罪
の
宣
告
」
は
「
裁
判
官
の
公
明
正
大
な
る
判
決
」
で

　
　
　
馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
モ
リ
ソ
ソ
商
会
の
事
件
は
．
そ
の
こ
と
だ
け
に
限
定
し
て
み
れ
ば
．
爆
発
物

の
単
な
る
「
ひ
や
か
し
」
で
あ
つ
て
「
注
文
」
で
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
爆
発

物
取
締
罰
則
違
反
の
問
題
は
生
じ
な
い
出
来
事
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
当
時
の
馬
場
が
何
事
か
を
計
画
し
、
爆
発
物
の
入
手
を
希
望
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
西
田
長
寿
氏
は
、

モ
リ
ソ
ソ
商
会
で
馬
場
ら
が
「
偽
名
を
つ
か
つ
た
」
り
「
日
本
の
法
規
に
よ
る

取
引
を
き
ら
つ
て
い
る
点
」
「
急
い
で
渡
米
し
て
し
ま
つ
た
点
な
ど
を
考
え
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

わ
す
と
、
何
か
が
あ
つ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
馬
場
辰
猪
研
究
に
お
い
て
今
後
も
な
お
究
明
さ
る
べ
き
問
題
点
で
あ
ろ

う
。　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
事
件
で
八
ヵ
月
に
及
ん
だ
馬
場
の
獄
中
生
活
が
、

そ
の
監
獄
論
を
生
む
母
体
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
監
獄
の
構
造
、
不

完
全
な
衛
生
設
備
、
非
人
道
的
な
獄
中
の
諸
規
則
と
く
に
食
事
の
調
節
に
よ
る

罰
則
、
獄
内
病
院
の
不
潔
な
状
況
、
国
事
犯
と
非
国
事
犯
の
差
別
な
き
処
遇
な

ど
を
具
体
的
に
詳
述
し
、
最
後
に
、

　
　
今
の
日
本
政
府
は
彼
是
と
心
を
労
し
て
或
は
婦
人
の
服
装
を
変
せ
し
め
、

　
或
は
舞
踏
会
を
創
め
、
其
他
皮
相
的
欧
州
文
明
を
誘
致
し
て
外
観
を
装
ひ
、

　
其
真
相
を
隠
蔽
し
て
偏
に
欧
州
諸
国
の
信
用
を
買
は
ん
と
欲
す
、
然
れ
ど
も

　
日
本
政
府
に
し
て
真
実
日
本
を
改
良
す
る
の
赤
心
あ
ら
ば
目
本
現
時
の
監
獄

　
制
度
の
如
き
も
の
を
改
良
す
る
こ
そ
急
務
に
非
ず
や
、
此
の
如
き
汚
点
が
日

　
本
に
存
す
る
限
り
は
何
の
政
府
か
あ
り
て
信
を
我
国
に
措
く
も
の
あ
ら
ん

　
や
、
誰
計
陰
謀
は
決
し
て
功
を
成
す
の
道
に
あ
ら
ず
、
予
の
目
的
は
総
べ
て
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
二
　
　
　
（
一
〇
山
ハ
一
二
）



　
　
　
馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

　
本
現
在
の
短
所
を
短
所
と
し
承
認
し
て
、
之
を
一
掃
せ
ん
と
す
る
予
輩
が
気

　
力
と
熱
心
の
程
を
示
し
て
自
由
に
公
明
に
言
議
論
評
を
下
す
に
あ
り
、
予
は

　
此
を
以
て
開
明
諸
国
の
信
を
得
る
最
良
唯
一
の
手
段
と
信
す
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
12
）

　
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
元
来
、
馬
場
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
日
本
の
現
況
を
暴
露
し
、
政
府
の
態
度
を

は
げ
し
く
非
難
し
た
理
由
は
「
日
本
政
府
の
専
制
主
義
を
白
日
の
も
と
に
曝
ら

し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
日
本
政
府
に
対
す
る
外
国
の
不
信
を
た
か
め
、
日
本
政
府

の
諸
政
策
ー
例
え
ば
当
時
政
府
の
条
約
改
正
ー
を
不
可
能
に
し
、
そ
れ
に

従
つ
て
、
明
治
政
府
に
余
儀
な
く
自
由
民
権
主
義
的
改
革
を
行
わ
せ
る
と
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

に
、
日
本
国
民
の
間
に
自
由
の
基
礎
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
に
あ
つ
た
」
と

い
わ
れ
る
。
目
本
政
府
に
対
す
る
外
国
の
不
信
を
高
め
る
と
い
う
点
で
は
、
監

獄
事
情
の
ご
と
き
、
具
体
的
事
実
に
則
し
た
問
題
は
、
も
つ
と
も
適
切
な
材
料

で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
馬
場
の
監
獄
論
に
対
し
、
真
向
か
ら
反
対
の
意
見
を
述
べ
た
も
の
が
、
二
宮

某
の
「
日
本
の
監
獄
制
度
」
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
．
日
本
の
監
獄
制
度
は

「
先
進
西
洋
諸
国
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
ρ
す
ぐ
れ
た
も
の
に
な
つ
た
」
の
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
、
鍛
治
橋
、
宮
城
、
空
知
、
樺
戸
な
ど
の
監
獄
の
現
状
を
み

れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
り
、
西
洋
か
ら
来
た
宣
教
師
、
外
交
官
、
旅
行
者
な
ど

も
、
そ
の
「
進
歩
」
の
状
況
を
み
と
め
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
、
国
事
犯
罪
者
と

他
の
犯
罪
者
と
の
区
別
が
、
日
本
ほ
ど
に
「
注
意
ぶ
か
く
慎
重
に
守
ら
れ
て
い

る
国
は
、
地
球
上
に
は
な
い
」
と
し
て
い
る
（
後
掲
原
文
・
参
照
）
．
彼
の
所
論

は
、
抽
象
的
で
あ
つ
て
、
馬
場
の
具
体
的
事
実
を
あ
げ
て
の
所
見
に
対
す
る
反

駁
と
し
て
は
、
建
に
よ
わ
よ
わ
し
い
。
こ
の
「
犀
Z
『
。
巨
峯
」
と
い
う
筆
者

一
〇
四
　
　
（
一
〇
六
四
）

が
、
ど
ん
な
人
物
か
は
、
残
念
な
が
ら
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
大
方
の
御
教
示

を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
反
駁
に
対
す
る
馬
場
の
回
答
が
、
彼
の
「
日
本
監
獄
制
度
」
と
題
す
る

一
文
で
あ
る
。
馬
場
は
、
「
二
宮
と
名
の
る
人
」
の
所
説
は
「
経
験
に
も
ま
た

事
実
に
も
も
と
づ
か
な
い
」
「
独
断
的
見
解
」
で
あ
る
の
に
反
し
、
か
つ
て
発

表
し
た
「
目
本
監
獄
論
」
は
「
経
験
と
観
察
の
結
果
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
国

事
犯
罪
者
が
一
般
犯
罪
者
と
同
様
に
取
扱
わ
れ
た
実
例
と
し
て
、
福
島
事
件
の

被
告
で
あ
つ
た
河
野
広
中
一
派
の
人
々
の
処
遇
を
あ
げ
、
ま
た
、
日
本
の
予
審

制
度
の
如
き
は
、
現
在
の
文
明
諸
国
に
は
そ
の
例
の
な
い
こ
と
を
力
説
、
日
本

政
府
が
「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
体
裁
を
つ
く
ろ
い
、
そ
し
て
う
わ
べ
だ
け
の
改
革

を
装
い
、
現
に
存
在
す
る
弊
害
と
悪
習
を
そ
の
ま
ま
維
持
」
す
る
政
策
を
つ
づ

け
る
な
ら
ば
「
ま
も
な
く
ヨ
！
p
ッ
パ
文
明
諸
国
の
信
用
と
同
情
を
全
く
失
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
警
告
し
た
の
で
あ
る
（
後
掲
原
文
・
参
照
）
．

　
イ
ー
ブ
ニ
ソ
グ
ス
タ
ー
新
聞
の
編
集
者
は
、
馬
場
の
所
論
の
末
尾
に
、
馬
場

の
最
初
の
記
事
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
応
答
の
発
表
後
、
ス
タ
ー
紙
は
別
の
書

簡
を
受
け
取
つ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
故
国
の
監
獄
に
お
け
る
他
の
日
本
人

の
経
験
は
、
馬
場
氏
の
記
述
の
正
し
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
旨
を
、
附
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
他
の
日
本
人
」
　
（
。
夢
霞
影
冨
冨
ω
Φ
）
の
氏

名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
附
記
を
の
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
同

編
集
者
も
、
馬
場
の
所
論
に
好
意
を
寄
せ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
要
す

る
に
、
馬
場
の
監
獄
論
を
め
ぐ
る
こ
の
論
争
は
、
二
宮
某
の
企
図
と
は
反
対

に
、
馬
場
の
所
論
へ
の
信
用
を
ま
す
ま
す
高
め
る
結
果
に
な
つ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。



　
明
治
維
新
以
降
、
わ
が
国
の
監
獄
事
情
は
、
逐
次
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と

は
い
え
、
他
の
文
化
面
の
改
革
に
比
較
す
る
と
、
皇
に
遅
々
た
る
も
の
で
あ
つ

た
．
そ
の
原
因
は
、
明
治
維
新
は
フ
ラ
ソ
ス
革
命
と
は
異
な
り
、
あ
ら
た
に
政

権
を
握
つ
た
者
も
依
然
と
し
て
前
代
の
支
配
階
級
で
あ
つ
た
武
士
で
あ
り
、
そ

れ
が
た
め
人
権
の
尊
重
、
自
由
平
等
の
思
想
が
徹
底
せ
ず
、
囚
人
取
扱
い
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

革
の
ご
と
き
は
、
お
上
の
慈
悲
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

が
国
の
行
刑
が
、
懲
戒
主
義
か
ら
改
良
主
義
へ
前
進
す
る
き
ざ
し
が
み
え
は
じ

め
た
の
は
、
明
治
十
八
、
九
年
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
監
獄
の
全
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

事
情
は
、
ま
だ
ま
だ
旧
態
依
然
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
馬
場
が
ア
メ
リ
カ
で
日
本
監
獄
論
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
い
ち
早
く
わ
が
国

に
も
伝
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
二
十
年
七
月
三
十
目
・
時
事
新
報
は
、

　
　
六
月
廿
五
日
発
の
米
国
革
盛
頓
府
な
る
イ
ブ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
新
聞
に
、
目

　
下
米
国
在
留
の
馬
場
辰
猪
が
投
書
な
り
と
て
、
目
本
監
獄
の
あ
り
さ
ま
を
掲

　
載
せ
し
が
、
先
づ
監
獄
署
の
位
地
構
造
よ
り
、
獄
室
の
体
裁
、
既
決
未
決
囚

　
徒
の
取
扱
、
食
事
、
病
室
の
有
様
よ
り
国
事
犯
罪
人
の
取
扱
方
等
、
自
分
実

　
地
の
経
験
に
よ
り
て
詳
細
に
記
述
し
、
此
監
獄
の
仕
組
を
改
良
せ
ざ
る
間

　
は
、
日
本
社
会
の
文
明
未
だ
称
揚
す
る
に
足
ら
ず
と
い
へ
り
（
駒
礪
嚥
新
断
調
射

穫
）
．

　
報
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
に
述
べ
た
馬
場
、
二
宮
の
論
争
に
つ
い
て
も
、

　
例
え
ば
、
二
十
年
八
月
十
三
目
・
朝
野
新
聞
は
、

　
　
目
下
、
米
国
紐
育
に
滞
在
中
な
る
馬
場
辰
猪
氏
が
、
去
る
六
月
廿
五
日
、

　
同
地
の
毎
夕
新
聞
へ
日
本
監
獄
の
組
織
と
題
す
る
一
篇
の
投
書
を
寄
せ
ら
れ

　
た
る
に
、
其
後
、
日
本
留
学
生
に
て
二
宮
某
と
云
ふ
者
あ
り
。
一
の
弁
駁
文

　
　
　
馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

　
を
綴
り
て
同
新
聞
へ
載
せ
た
れ
ば
、
馬
場
氏
は
去
月
九
日
、
再
び
監
獄
論
を

　
起
草
し
同
新
聞
に
寄
せ
、
大
に
二
宮
の
記
事
を
駁
さ
れ
た
り
。
同
新
聞
の
記

　
者
某
、
末
に
追
記
し
て
曰
く
、
余
は
馬
場
氏
の
投
書
を
記
載
し
．
又
、
二
宮

　
氏
の
弁
解
書
を
記
載
し
た
る
後
、
日
本
の
監
獄
に
関
し
実
地
を
経
験
し
た
る

　
人
よ
り
、
一
通
の
報
道
を
得
た
る
が
、
其
文
に
拠
れ
ば
、
馬
場
氏
の
曼
に
記

　
す
る
所
は
正
確
の
話
な
り
云
々
と
、
米
国
の
通
信
中
に
見
え
た
り
。

　
と
、
そ
の
事
情
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
馬
場
の
監
獄
論
の
こ
と
を
知
つ
た
目
本
政
府
当
局
者
は
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ

国
民
に
あ
た
え
る
反
響
を
憂
慮
し
、
苦
々
し
い
思
い
を
味
わ
つ
た
に
ち
が
い
な

（
1
6
）い
。
い
う
ま
で
も
な
く
監
獄
と
か
あ
る
い
は
裁
判
の
問
題
は
、
当
時
の
政
府
の

悲
願
で
あ
つ
た
条
約
改
正
と
く
に
治
外
法
権
撤
廃
の
行
方
を
左
右
す
る
重
大
要

因
の
一
つ
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
一
端
を
、
後
ち
に
二
十

一
年
十
一
月
二
十
二
日
・
金
城
新
報
は
、
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
．

　
　
監
獄
の
事
を
痛
論
せ
し
に
付
て
は
、
本
国
の
秘
事
を
外
国
に
暴
露
し
た
り

　
と
て
、
世
間
に
非
難
す
る
者
少
な
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
是
は
氏
が
真
に
監
獄
改

　
良
の
実
効
を
挙
げ
ん
と
の
熱
心
に
出
で
た
る
者
に
し
て
、
又
、
監
獄
の
事
た

　
る
本
来
必
ず
し
も
秘
す
べ
き
の
秘
事
に
あ
ら
ず
、
殊
に
一
人
の
馬
場
辰
猪

　
が
、
広
ぎ
合
衆
国
に
風
来
し
て
、
日
本
の
事
情
を
明
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
と

　
も
、
誰
と
て
俄
に
耳
を
傾
く
る
者
あ
る
可
ら
ざ
れ
ば
、
他
の
注
意
を
惹
く
の

　
手
段
と
し
て
、
人
の
最
も
感
情
を
動
か
す
べ
き
も
の
を
撰
む
は
、
言
論
の
法

　
に
於
て
、
時
と
し
て
は
止
む
を
得
さ
る
の
事
情
も
あ
る
べ
く
、
要
す
る
に
氏

　
の
演
説
論
文
は
一
身
の
不
平
を
漏
す
に
非
ず
し
て
、
将
来
の
為
に
着
々
民
間

　
の
文
明
を
．
外
国
に
披
露
せ
ん
と
せ
し
者
な
れ
ば
、
言
の
当
否
は
兎
も
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
（
一
〇
六
五
）



馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

も
．
之
が
為
め
に
と
て
苦
心
擁
ま
ざ
る
其
精
神
は
決
し
て
抹
殺
す
べ
か
ら

　
ず
。
又
、
監
獄
論
の
出
で
た
る
が
為
め
、
其
筋
に
て
は
之
を
処
刑
せ
ん
と
の

議
論
も
あ
り
し
由
な
れ
ど
も
、
実
際
改
良
を
要
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
人
を

　
罰
せ
ん
よ
り
は
、
法
を
改
む
る
に
如
か
ず
と
の
説
も
あ
り
て
、
監
獄
法
及
び

治
罪
法
の
改
正
云
々
の
沙
汰
が
、
其
筋
の
問
題
と
な
る
に
至
り
た
る
も
、
氏

　
の
論
文
与
か
り
て
力
あ
り
し
な
ら
ん
と
云
へ
り
。

　
こ
れ
は
、
馬
場
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
客
死
が
伝
え
ら
れ
た
の
に
因
ん
で
書

か
れ
た
追
悼
記
事
の
一
部
で
あ
る
。

　
明
治
十
四
年
監
獄
則
（
珈
朗
趨
断
畑
蘇
）
改
正
の
動
ぎ
が
、
政
府
部
内
に
は
じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

つ
た
の
は
、
二
十
年
十
一
月
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
一
年
数
ヵ
月

を
経
た
二
十
二
年
七
月
十
二
日
、
小
河
滋
次
郎
博
士
を
し
て
「
旧
来
の
も
の
に

　
　
　
　
　
（
1
8
）

比
し
て
輔
大
進
歩
」
と
い
わ
し
め
た
新
監
獄
則
（
揃
論
聯
）
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

十
五
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た
治
罪
法
（
酎
能
絆
靴
獺
計
枕
顎
太
）
も
、
明
治
二
十
三

年
刑
事
訴
訟
法
（
針
期
焼
畑
号
法
）
の
制
定
に
よ
つ
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
二
新
法

の
制
定
と
く
に
監
獄
則
の
改
正
に
、
馬
場
の
監
獄
論
が
、
そ
れ
を
促
進
す
る
な

に
ほ
ど
か
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
な
事
実
で
あ
つ
た
と
み
て
よ
か

ろ
う
。（

1
）
安
永
梧
郎
「
馬
場
辰
猪
」
（
明
治
三
十
年
）
・
叫
八
二
頁
以
下
、
木
村
毅
「
日
米

文
学
交
流
史
」
・
「
日
米
文
化
交
流
史
」
第
四
巻
・
学
芸
風
俗
編
（
昭
和
三
十
年
）
・

　
一
五
〇
頁
以
下
．
西
田
長
寿
「
馬
場
辰
猪
」
・
「
民
権
論
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
」

　
（
明
治
史
研
究
叢
書
第
四
巻
・
昭
和
三
十
二
年
）
・
一
四
八
頁
以
下
、
萩
原
延
寿

　
「
馬
場
辰
猪
」
（
昭
和
四
十
二
年
Y
二
五
九
頁
以
下
等
参
照
。

（
2
）
安
永
・
前
掲
書
・
一
九
二
頁
ー
二
〇
三
頁
。
な
お
、
伺
書
の
「
馬
場
辰
猪
年

哺
○
山
ハ
　
　
（
一
〇
山
ハ
山
ハ
）

譜
」
に
は
、
明
治
廿
一
年
六
月
二
十
五
日
の
条
に
「
日
本
監
獄
論
」
を
掲
げ
て
い
る

が
（
二
五
五
頁
）
、
こ
の
「
廿
叫
年
」
は
誤
り
で
、
「
二
十
年
」
が
正
し
い
。

（
3
）
　
西
田
長
寿
「
馬
場
辰
猪
・
日
冨
　
b
＆
馨
巴
O
。
区
三
睾
9
　
魯
b
導
。
ぎ
”

鼠
冨
冨
器
O
轟
①
」
　
（
明
治
文
化
全
集
第
十
四
巻
・
自
由
民
権
篇
続
・
別
冊
・
昭
和

四
十
三
年
）
・
二
九
頁
f
三
三
頁
。
な
お
、
同
書
に
は
、
安
永
氏
の
前
掲
日
本
語
訳

　
（
註
2
・
参
照
）
も
併
載
さ
れ
て
い
る
（
三
四
頁
i
三
六
頁
）
。
因
み
に
西
田
氏
が
覆

刻
の
台
本
に
利
用
さ
れ
た
叫
八
八
七
年
六
月
二
十
五
日
・
イ
ー
ブ
鴨
ヲ
グ
ス
タ
ー
新

聞
の
写
真
版
は
、
同
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
ご
と
く
、
私
が
同
氏
に
贈
つ
た
も
の
で

あ
る
（
西
田
・
前
掲
書
・
五
頁
）
。
そ
れ
は
昭
和
十
五
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
当
時
、

私
は
、
坂
西
志
保
氏
（
当
時
、
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
東
洋
部
主
任
）
の
御
好
意
で
、

写
真
版
二
部
を
入
手
し
た
の
で
、
か
ね
て
馬
場
に
関
す
る
調
査
、
研
究
を
つ
づ
け
ら

れ
て
い
た
西
田
氏
に
そ
の
一
部
を
贈
り
、
他
の
一
部
を
利
用
し
て
、
慶
大
法
学
部
学

生
の
機
関
誌
「
法
学
会
誌
」
第
二
十
号
（
昭
和
十
五
年
三
月
）
に
、
「
円
魯
三
鐸
富

．
、
ぎ
即
富
冨
器
器
9
鴨
．
．
（
馬
場
辰
猪
『
日
本
監
獄
論
』
の
紹
介
）
」
と
題
す
る
一

文
を
書
ぎ
、
そ
の
中
に
原
文
を
覆
刻
、
紹
介
し
た
（
一
九
頁
以
下
）
。
も
ち
ろ
ん
部

内
配
布
の
学
生
雑
誌
の
こ
と
と
て
、
先
輩
専
門
学
者
の
目
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
な

　
か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
二
十
有
八
年
、
西
田
氏
に
よ
つ
て
、
前
に
述
べ
た

写
真
版
が
は
じ
め
て
陽
の
目
を
み
た
こ
と
は
、
私
と
し
て
も
皇
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

　
あ
つ
た
。

（
4
）
　
西
田
・
前
掲
馬
場
辰
猪
・
一
四
六
頁
、
萩
原
・
前
掲
書
・
二
六
二
頁
。

（
5
）
安
永
・
前
掲
書
・
一
六
三
頁
以
下
。
因
み
に
、
同
書
に
は
予
審
判
事
の
氏
名
は
明

　
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
治
十
九
年
二
月
七
日
・
土
陽
新
聞
に
「
伊
地
知
予

　
審
判
事
の
掛
り
に
て
予
て
取
調
中
な
る
旧
自
由
党
員
た
り
し
馬
場
大
石
両
氏
の
事
は

　
都
合
に
依
り
目
下
中
止
に
な
り
居
る
が
今
後
は
一
人
づ
つ
取
調
ぶ
る
筈
な
り
と
云

　
ふ
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
明
治
十
九
年
十
二
月
「
官
員
録
」
に
よ
る
と
、
東
京
始

　
審
裁
判
所
（
軽
罪
裁
判
所
）
在
勤
の
判
事
で
「
伊
地
知
」
姓
の
人
は
、
伊
地
知
光
定



　
だ
け
で
あ
る
（
一
二
九
枚
表
）
。

（
6
）
　
こ
れ
ま
で
の
馬
場
関
係
の
文
献
で
、
裁
判
長
名
を
「
葛
葉
正
包
」
（
傍
点
・
手

塚
）
と
し
た
も
の
が
あ
る
が
（
例
え
ば
、
安
永
・
前
掲
書
・
一
八
一
頁
、
馬
場
孤
蝶

　
「
馬
場
辰
猪
日
記
抄
」
・
明
治
文
化
全
集
・
自
由
民
権
篇
続
・
昭
和
三
十
一
年
・
三
六

七
頁
）
、
「
葛
葉
正
道
」
（
傍
点
・
手
塚
）
が
正
し
い
（
前
掲
官
員
録
・
二
一
九
枚
表
）
。

（
7
）
　
モ
リ
ソ
ソ
喚
間
の
状
況
は
、
明
治
十
九
年
五
月
十
八
日
・
時
事
新
報
所
載
の
公

判
記
事
に
詳
し
い
。

（
8
）
　
爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日
・
太
政
官
布
告
第
三
二
号
）

　
の
関
連
条
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
条
治
安
ヲ
妨
ケ
又
ハ
人
ノ
身
体
財
産
ヲ
害
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
爆
発

　
　
物
ヲ
使
用
シ
タ
ル
者
及
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
使
用
セ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
死
刑
二
処
ス

第
六
条
爆
発
物
ヲ
製
造
輸
入
所
持
シ
又
ハ
注
文
ヲ
為
シ
タ
ル
者
第
一
条
二
記
載
シ

　
　
タ
ル
犯
罪
ノ
目
的
二
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
ニ
年
以
上

　
　
五
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
二
処
シ
ニ
十
円
以
上
二
百
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス

（
9
）
　
「
川
淵
竜
起
自
歴
譜
」
（
昭
和
八
年
）
・
五
七
頁
！
五
八
頁
。

（
1
0
）
　
「
梧
堂
言
行
録
」
（
明
治
二
十
八
年
）
・
一
八
○
頁
－
一
八
二
頁
。
大
石
は
渡

米
後
、
馬
場
と
別
れ
、
ヨ
i
p
ッ
パ
を
廻
つ
て
二
十
年
八
月
二
十
八
日
に
帰
国
し
た

　
（
明
治
二
十
年
九
月
一
日
・
千
葉
新
報
）
。

（
n
）
　
西
田
・
前
掲
馬
場
辰
猪
・
一
四
九
頁
。
馬
場
孤
蝶
氏
も
「
或
は
、
辰
猪
は
出
獄

　
し
て
も
ま
だ
安
心
の
な
ら
ぬ
事
情
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
知
り
得
ら
れ
た
の
で
、
急
い

　
で
日
本
を
離
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
馬
場
・
前
掲

　
自
由
民
権
篇
続
・
三
七
〇
頁
）
。
萩
原
氏
は
「
馬
場
が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
購
入
し
、

　
政
府
要
人
の
襲
撃
を
く
わ
だ
て
る
可
能
性
が
絶
対
に
な
か
つ
た
と
は
断
定
し
切
れ
な

　
い
」
「
襲
撃
、
そ
し
て
、
亡
命
と
い
う
道
も
可
能
性
と
し
て
は
存
在
す
る
わ
け
で
あ

　
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
馬
場
と
い
う
人
間
の
場
合
で
も
、
や
や
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
す

　
ぎ
る
解
釈
だ
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
萩
原
・
前
掲
書
・
二
六
一
頁
）
。

馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

（
1
2
）
　
註
2
に
同
じ
。

（
1
3
）
　
西
田
・
前
掲
自
由
民
権
篇
続
別
冊
・
三
頁
。

（
拠
）
滝
川
政
次
郎
「
日
本
行
刑
史
」
（
昭
和
三
十
九
年
）
・
一
九
九
頁
。

（
1
5
）
当
時
の
監
獄
事
情
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
二
十
年
・
罪
石
事
件
の
一
考

察
」
・
本
誌
第
三
八
巻
五
号
・
五
三
頁
以
下
参
照
。

（
1
6
）
末
広
重
恭
が
、
馬
場
宛
の
書
簡
で
「
盟
台
当
国
新
聞
紙
に
て
御
議
論
有
之
候
政

府
攻
撃
之
事
、
余
程
当
局
者
の
諺
忌
に
触
れ
大
層
怒
り
居
候
事
は
小
生
の
見
聞
に
も

触
れ
候
云
々
」
（
明
治
二
十
一
年
五
月
＋
五
日
付
）
と
述
べ
て
い
る
（
安
永
・
前
掲

書
・
二
七
二
頁
）
。
な
お
、
駐
米
大
使
陸
奥
宗
光
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
馬
場
の

動
静
を
、
逐
一
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
に
報
告
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
中
の
一
通

が
、
萩
原
氏
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
、
同
氏
の
前
掲
書
に
覆
刻
さ
れ
て
い
る
（
三
〇
九

頁
－
三
一
一
頁
）
。

（
1
7
）
　
明
治
二
十
年
十
一
月
四
日
・
時
事
新
報
が
、
監
獄
則
改
正
の
噂
を
伝
え
て
い

　
る
。

（
1
8
）
　
小
河
滋
次
郎
「
監
獄
誌
」
・
「
開
国
五
十
年
史
」
（
明
治
四
十
年
）
・
五
一
二
頁
。

○

　
　
　
　
円
国
国
国
く
国
2
H
乞
O
の
円
＞
尋
　
≦
＞
の
国
目
Z
O
目
O
Z
U
●
ρ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
即
一
U
ト
ド
『
q
ピ
磯
一
）
一
〇〇
〇〇
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
7
。
舞
葛
器
ω
。
男
ユ
。
。
8
の
巻
言
容

日
o
菩
Φ
国
島
ε
、
o
隔
目
国
国
国
く
国
z
毫
o
ω
鼠
民

　
一
鼠
く
Φ
お
匿
且
夢
讐
。
暮
。駐
弩
箕
δ
ρ
ぎ
網
。
畦
＄
げ
8
琶
a
冨
驚
り
。
協

旨
語
卜
。
9
碧
Φ
答
蚕
。
琶
一
器
周
図
警
暮
①
唐
Φ
暮
8
蓉
。
§
ぎ
の
些
o
富
も
彗
窃
Φ

O
匡
の
8
昌
馨
Φ
B
ω
蝕
画
8
げ
①
⇒
。
ぎ
爵
①
b
g
o
騰
即
8
詳
巴
昌
塁
紘
く
。
o
暁
些
暮

8
仁
β
霞
ざ
鍔
窮
a
円
費
ε
帥
ω
警
費
　
月
置
の
ぎ
岳
く
箆
壼
ド
一
協
ぎ
置
冨
a
蔓

一
〇
七
　
　
　
（
一
〇
山
ハ
七
）



　
　
　
　
　
　
　
馬
場
辰
猪
「
日
本
監
獄
論
」
に
関
す
る
新
資
料

”
㍉
巷
き
Φ
。
。
9
ぼ
琶
ζ
o
要
昌
ε
旨
Φ
”
⇒
α
蟹
》
ま
魯
駐
頴
冨
冨
。・
崔
づ
α
q
。

≦
げ
導
Φ
ぐ
興
爵
①
。
富
冨
9
霧
o
馬
茜
Φ
毒
弊
Φ
㌧
巨
塁
げ
9
一
出
8
一
ヨ
篇
①
罵

8
塁
貫
騨
営
a
ε
動
玲
ま
吋
勲
の
臼
騨
＝
9
鴛
Φ
o
騰
巻
霞
〈
巴
轟
げ
一
。
¢
冨
8
㍉
。
吋

浮
¢
b
毎
を
器
。
励
8
崔
①
9
一
甚
露
の
3
9
鶏
ざ
乞
Φ
・
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9
ぢ
の
塁
筥
餌
一
芭
。
彦

筥
一
〇
鴇
江
o
匿
9

　
　
＞
の
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自
貰
Φ
”
≦
貰
9
導
Φ
餌
臣
Φ
一
σ
慧
8
。
団
℃
冴
8
曙
馨
Φ
霧
げ
器
暁
。
吋

餌
一
。
眞
江
目
Φ
”
菖
蚕
9
亀
夢
①
＄
吾
①
馨
暮
♂
撃
夢
づ
。
出
雪
凝
び
審
ロ
a
馨
暮
①
・

目
曾
彗
α
嘗
一
一
。
。
β
些
り
。
冨
駐
汐
①
く
①
還
。
一
邑
坤
N
亀
8
毒
ひ
曙
。
協
導
。
≦
・
邑
艦

Z
8
Φ
ゲ
器
貰
旨
＜
a
彗
冨
鑑
Φ
。
ぎ
戸
げ
暮
夢
①
暫
百
。
琶
げ
亀
鷲
。
α
q
吋
窃
の
一
づ

浮
①
。
器
①
。
h
鼠
冨
p
富
ω
冨
8
一
＜
a
些
Φ
妻
貰
跨
。
ψ
d
碧
質
。
び
蝕
。
嵩
時
。
筥
薗
＝

窯
ぎ
富
ぎ
ゲ
毘
爵
Φ
8
零
詳
導
一
ぐ
o
h
。
げ
。。
。
署
嘗
鮫
ヂ
臣
の
α
Q
φ
＜
。
§
ヨ
①
暮

富
m
Φ
図
Φ
詳
a
一
富
暮
琶
。
馨
b
。
≦
g
ε
冨
協
。
㎏
舅
爵
。
Φ
罵
。
毎
≦
露
昌
①
滋
馨
a

ぎ
冨
馨
ぴ
旨
＄
き
山
δ
a
邑
9
。
α
ξ
匡
讐
獅
暮
ぎ
匡
身
ε
富
＜
①
暮
憲
琴
山

9
α
①
讐
8
0
場
Φ
図
8
一
一
8
8
匹
巨
寅
層
8
夢
暮
①
首
ま
一
8
げ
爵
Φ
一
①
＆
一
鑛

要
。
。
・
げ
Φ
旨
蜜
ぎ
嵩
．
　
開
図
o
q
⑳
ρ
｛
。
り
o
図
印
営
三
ρ
8
島
Φ
質
ぎ
塁
汐

国
昌
ぴ
器
亘
（
≦
富
冨
竃
卜
ω
”
富
舞
蓋
げ
Φ
≦
器
8
忌
冨
a
y
　
冒
一
冨
豊

留
冨
。
冨
国
暮
暮
ρ
き
α
。
芹
Φ
議
“
跨
岩
q
営
く
窃
寓
咬
辞
Φ
。
吋
三
。
巴
ξ
爵
①
マ

一
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